
六
月
下
旬
以
来
、
ペ
イ
オ
フ
再
々
延
期
を

め
ぐ
る
金
融
関
係
者
や
政
財
界
要
人
の
発

言
が
、
連
日
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
破
綻
し
た
金
融
機
関
の

預
金
全
額
保
護
を
打
ち
切
る
ペ
イ
オ
フ
全

面
解
禁
に
か
か
わ
る
論
争
の
背
景
や
論
点

を
整
理
し
て
み
た
い
。

定
期
性
預
金
の
ペ
イ
オ
フ
解
禁
を
控
え

た
昨
年
末
以
降
、
金
融
機
関
の
預
金
残
高

の
動
き
に
異
変
が
起
き
て
い
る
こ
と
は
周

知
の
と
お
り
だ
。
業
態
別
に
み
る
と
、
都

銀
の
預
金
残
高
が
漸
増
す
る
一
方
、
地
銀

以
下
の
下
位
業
態
の
預
金
残
高
の
漸
減
傾

向
が
続
い
て
い
る
。

信
用
組
合
、
第
二
地
銀
の
不
振
は
か
な

り
以
前
か
ら
目
立
っ
て
い
た
が
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
は
信
用
金
庫
の
預
金
も
対
前

年
同
月
比
で
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
（
左
ペ

ー
ジ
の
グ
ラ
フ
を
参
照
）。

信
金
の
場
合
、
個
人
・
法
人
預
金
の
ほ

か
、
公
的
預
金
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

自
治
体
が
、
信
金
破
綻
時
の
損
失
発
生
を

回
避
す
る
た
め
に
、
財
務
内
容
の
悪
化
し

た
信
金
か
ら
都
銀
等
へ
定
期
預
金
を
シ
フ

ト
さ
せ
て
い
る
た
め
だ
。
信
金
の
公
的
定

期
預
金
は
昨
年
九
月
末
に
は
二
兆
六
〇
〇

〇
億
円
あ
っ
た
が
、
半
年
間
で
一
兆
六
〇

〇
〇
億
円
も
減
少
し
た
。

一
方
、
来
年
三
月
末
ま
で
は
全
額
保
護

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
普
通
預
金
は
一
兆

円
増
加
し
て
い
る
。
信
金
業
界
に
と
っ
て
、

個
別
金
庫
や
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
信
用

不
安
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
ペ
イ
オ
フ
全

面
解
禁
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
普
通
預
金
も

流
出
し
始
め
、
取
付
け
騒
ぎ
に
発
展
し
か

ね
な
い
。

都
銀
に
つ
い
て
も
数
々
の
異
変
が
起
き

て
い
る
。

預
金
が
増
加
す
る
反
面
、
貸
出
し
を
中

心
に
運
用
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
従
来
、

都
銀
で
は
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
が
常
態
化
し

て
お
り
、
昨
年
三
月
末
も
貸
出
残
高
は
預

金
を
約
三
兆
円
上
回
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
今
年
三
月
末
に
は
約
二
七
兆
円
も
の

預
金
超
過
と
な
り
、
多
額
の
負
債
リ
ス
ク

を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
都
銀
に
預
金
が
集
中
し
て
い

る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
都
銀
が
安
全
で
あ

る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
預
金
全
体
の
う

ち
普
通
預
金
等
の
「
要
求
払
い
預
金
」
が

占
め
る
割
合
は
地
銀
（
五
割
超
）
よ
り
も

都
銀
（
約
六
割
）
の
ほ
う
が
高
く
、
こ
の

点
だ
け
を
み
る
と
都
銀
の
ほ
う
が
不
安
視

さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

流
動
性
預
金
も
全
額
保
護
対
象
で
な
く

な
る
来
年
四
月
の
ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁
に

向
け
て
「
要
求
払
い
預
金
」
が
流
出
す
る

事
態
に
備
え
、
都
銀
は
流
動
性
・
換
金
性

の
高
い
金
融
資
産
の
保
有
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
高
め
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
国
債
の
保
有
残
高
を
積
み

上
げ
、
社
債
や
地
方
債
を
放
出
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
傾
向
が
続
け
ば
、
社
債
や
地
方

債
市
場
の
価
格
形
成
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
か
ね
な
い
。

ま
た
、「
要
求
払
い
預
金
」
が
増
加
し

た
結
果
、
短
期
金
融
市
場
へ
の
依
存
度
が

低
下
し
、
コ
ー
ル
市
場
が
断
続
的
に
縮
小

し
て
い
る
。
コ
ー
ル
ロ
ー
ン
自
体
も
全
額

保
護
対
象
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
相

手
先
を
特
定
し
た
Ｄ
Ｄ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
デ

ィ
ー
ル
）
取
引
へ
の
シ
フ
ト
も
あ
っ
て
、

六
月
の
コ
ー
ル
市
場
残
高
は
一
九
八
七
年

以
来
、
一
五
年
ぶ
り
に
一
四
兆
円
を
割
り

込
ん
だ
。

金
融
機
関
の
各
業
態
と
市
場
に
お
い
て

不
安
定
な
動
き
が
続
い
て
い
る
な
か
で
ペ

イ
オ
フ
全
面
解
禁
に
踏
み
切
れ
ば
、
金
融

シ
ス
テ
ム
全
体
の
動
揺
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
。

以
上
の
よ
う
な
現
状
が
、
一
部
の
金
融

関
係
者
や
政
財
界
要
人
が
し
き
り
に
口
に

し
始
め
た
ペ
イ
オ
フ
再
々
延
期
論
の
底
流

に
あ
る
。

小
泉
首
相
の
立
場
は
中
途
半
端

無
責
任
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い

で
は
、
ペ
イ
オ
フ
を
再
々
延
期
す
る
べ

き
か
否
か
。
そ
の
是
非
を
考
え
る
場
合
、

「
ペ
イ
オ
フ
の
本
来
の
目
的
は
何
か
」
と

い
う
こ
と
に
目
を
向

け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
、

ペ
イ
オ
フ
は
金
融
機

関
や
預
金
者
の
モ
ラ

ル
ハ
ザ
ー
ド
を
抑
止

し
、
自
己
責
任
原
則

に
基
づ
い
た
金
融
シ

ス
テ
ム
を
実
現
す
る

た
め
の
制
度
で
あ
る
。

預
金
者
に
一
定
額
の

預
金
保
証
を
行
な
う

こ
と
で
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
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ペ
イ
オ
フ
再
々
延
期
は
安
易
な
選
択

金
融
機
関
の
健
全
化
が
焦
眉
の
急

参
議
院
議
員（
民
主
党
政
策
調
査
会
副
会
長
）●

大
塚
耕
平

ペイオフ解禁と金融健全化の政策マトリックス�

ペイオフ全面解禁賛成�
（再々延期反対）� （A）小泉首相�

金融健全化放置� 金融健全化断行�

（Ｂ）旧勢力�

（C）改革勢力�

（D）一部財界�
ペイオフ全面解禁反対�
（再々延期賛成）�



機
能
も
有
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
再
々
延
期
論
者
は
ペ

イ
オ
フ
を
「
信
用
不
安
対
策
」
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
信
用
不
安
へ

の
対
応
は
、
本
来
、
金
融
機
関
の
経
営
健

全
化
や
マ
ク
ロ
の
金
融
シ
ス
テ
ム
対
策
に

よ
っ
て
行
な
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
再
々

延
期
論
は
「
目
的
」
と
「
手
段
」
を
取
り

違
え
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

再
々
延
期
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
単
純
な

与
野
党
対
立
の
構
図
で
は
な
い
。
金
融
界
、

財
界
、
官
界
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
賛
否
両

論
が
あ
る
。

ペ
イ
オ
フ
論
争
の
構
図
を
、
金
融
機
関

経
営
の
健
全
化
と
絡
め
て
簡
単
に
整
理
す

る
と
、
右
ペ
ー
ジ
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
よ

う
に
な
る
。

小
泉
純
一
郎
首
相
の
考
え
方
は
、
こ
の

表
の
な
か
で
は
（
Ａ
）
だ
が
、
じ
つ
は
こ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
論
者
の
主
張
は

論
理
的
に
矛
盾
し
て
い
る
。
ペ
イ
オ
フ
全

面
解
禁
に
賛
成
す
る
一
方
で
、
金
融
機
関

の
経
営
健
全
化
、
金
融
シ
ス
テ
ム
不
安
を

放
置
し
た
ま
ま
で
は
、
無
責
任
の
そ
し
り

を
免
れ
な
い
。

（
Ｂ
）
の
守
旧
派
論
者
は
、
ペ
イ
オ
フ
全

面
解
禁
を
再
々
延
期

す
る
と
と
も
に
、
金

融
機
関
経
営
の
健
全

化
に
つ
い
て
も
先
送

り
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
対
極
に
あ
る
の

が
（
Ｃ
）
の
論
者
で
、

ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁

を
行
な
う
と
と
も
に
、

金
融
機
関
経
営
の
健

全
化
に
つ
い
て
は
、

公
的
資
金
再
注
入
に

よ
る
不
良
債
権
の
抜

本
的
処
理
を
主
張
す

る
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
と
し
て
の
ペ
イ

オ
フ
と
、
信
用
不
安

対
策
を
峻
別
す
る
主

張
だ
。

（
Ｄ
）
の
論
者
は
、
金
融
機
関
の
経
営
健

全
化
に
つ
い
て
は
（
Ｃ
）
と
同
様
の
考
え

方
を
示
し
つ
つ
、
現
下
の
経
済
情
勢
で
ペ

イ
オ
フ
を
全
面
解
禁
す
る
と
金
融
シ
ス
テ

ム
や
経
済
全
体
に
与
え
る
影
響
が
大
き
す

ぎ
る
と
し
て
再
々
延
期
に
賛
成
す
る
。
現

状
を
鑑
み
れ
ば
一
定
の
合
理
性
を
伴
う
判

断
と
い
え
る
。

一
時
的
な
対
症
療
法
と
し
て
の
ペ
イ
オ

フ
再
々
延
期
の
効
果
は
否
定
で
き
な
い
が
、

先
進
国
の
な
か
で
ペ
イ
オ
フ
を
全
面
解
禁

し
て
い
な
い
の
は
今
や
日
本
だ
け
で
あ
る
。

再
々
延
期
は
日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム
不
安

を
内
外
に
認
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
む

し
ろ
信
用
不
安
を
あ
お
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。

韓
国
で
は
、
九
七
〜
九
八
年
の
金
融
危

機
を
契
機
に
、
金
大
中
政
権
下
で
大
胆
な

金
融
リ
ス
ト
ラ
が
行
な
わ
れ
た
。
政
府
は

銀
行
を
大
幅
に
整
理
縮
小
（
三
三
行→

二

〇
行
）
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
じ
つ
に
三
割
に
相

当
す
る
約
一
五
〇
兆
ウ
オン　

の
公
的
資
金
を
投

入
し
た
。

二
〇
〇
一
年
度
決
算
で
は
大
半
の
銀
行

が
黒
字
化
し
、
現
時
点
で
金
融
再
生
の
道

筋
は
つ
い
た
と
い
っ
て
い
い
。
こ
の
間
、

ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁
も
実
施
さ
れ
、
い
く

つ
か
の
預
金
取
付
け
騒
ぎ
を
起
こ
し
つ
つ

も
、
な
ん
と
か
金
融
シ
ス
テ
ム
危
機
を
切

り
抜
け
て
い
る
。

韓
国
で
は
、
今
後
、
国
有
銀
行
の
政
府

保
有
株
が
放
出
さ
れ
、
三
〜
四
年
で
銀
行

数
は
さ
ら
に
半
減
し
、
集
約
化
に
伴
う
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
は
一
段
と
大
き
く
な
る
。

ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁
を
再
々
延
期
す
れ
ば
、

日
本
は
隣
国
の
金
融
情
勢
に
水
を
あ
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
金
融
庁
は
地
域
金

融
機
関
同
士
の
合
併
に
対
す
る
公
的
資
金

注
入
、
お
よ
び
合
併
行
の
ペ
イ
オ
フ
保
証

限
度
額
の
引
上
げ
を
検
討
し
始
め
た
。
本

稿
執
筆
時
点
で
は
、
一
律
二
〇
〇
〇
万
円

と
す
る
案
が
有
力
だ
。

米
国
議
会
で
も
保
証
限
度
額
引
上
げ
の

議
論
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
ペ

イ
オ
フ
全
面
解
禁
と
信
用
不
安
対
策
を
両

立
さ
せ
る
う
え
で
、
一
考
に
値
す
る
政
策

で
は
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
政
策
対
応
は
金
融

機
関
健
全
化
の
必
要
性
を
低
下
さ
せ
る
も

の
で
は
な
い
。

金
融
機
関
経
営
の
健
全
化
を
先
延
ば
し

し
つ
つ
、
ペ
イ
オ
フ
再
々
延
期
と
い
っ
た

弥
縫
策
を
講
じ
る
こ
と
は
、
日
本
の
金
融

産
業
の
構
造
改
革
の
遅
れ
を
内
外
に
露
呈

す
る
こ
と
に
な
る
。

少
な
く
と
も
、
小
泉
首
相
の
よ
う
な
中

途
半
端
な
立
場
（
右
ペ
ー
ジ
の
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
に
お
け
る
Ａ
）
を
と
る
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
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お
お
つ
か
　
こ
う
へ
い：

一
九
五
九
年
生
ま
れ
。

八
三
年
早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
業
後
、
日
本
銀

行
入
行
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科

博
士
課
程
修
了
。
二
〇
〇
〇
年
に
日
銀
を
退
行
し
、

翌
年
七
月
の
参
院
選
で
初
当
選
。

中小金融機関からの預金流出が止まらない�

郵貯�

信組�

信金�

第2地銀�

地銀�

都銀�

654321�
2002年�

121110987654321月�
2001年�

－15

－10

－5

0

5

10

15

20�
％�

業態別実質預金推移（月末残高前年比）�

注：銀行は銀行勘定（海外店勘定を除き、特別国際金融勘定〈オフショア勘定〉を含む）、合併などによる�
　　計数の異動は未調整�


